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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月5日(2015.10.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンプレッサとタービンとを連結するシャフトを回転可能に支持するターボチャージャ
の軸受構造であって、
　コンプレッサハウジングの吸気口の内径部又はタービンハウジングの排気口の内径部の
少なくとも一方に固定されると共に、前記シャフトの軸方向端面を回転可能に支持する軸
受を具備し、
　前記軸受によって支持される前記シャフトの軸方向端面には、軸方向に向かって凹形状
又は凸形状に形成される第一係合部が形成され、
　前記軸受の前記シャフトとの摺動部には、前記シャフトの軸方向に向かって凸形状又は
凹形状に形成されると共に、前記第一係合部と係合可能な第二係合部が形成され、
　前記凸形状は、
　前記シャフトの軸方向に略平行な回転軸についての回転体形状であり、
　前記回転軸を含む断面視における前記凸形状の母線は、
　当該母線と前記回転軸との距離が、当該凸形状の頂点から当該凸形状の基端部の外周面
上の点までを結ぶ直線と前記回転軸との距離よりも長い、外側に向かって凸形状の曲線部
分を少なくとも１箇所含むことを特徴とする、
　ターボチャージャの軸受構造。
【請求項２】
　請求項１に記載のターボチャージャの軸受構造を具備することを特徴とする、
　ターボチャージャ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　即ち、請求項１においては、コンプレッサとタービンとを連結するシャフトを回転可能
に支持するターボチャージャの軸受構造であって、コンプレッサハウジングの吸気口の内
径部又はタービンハウジングの排気口の内径部の少なくとも一方に固定されると共に、前
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記シャフトの軸方向端面を回転可能に支持する軸受を具備し、前記軸受によって支持され
る前記シャフトの軸方向端面には、軸方向に向かって凹形状又は凸形状に形成される第一
係合部が形成され、前記軸受の前記シャフトとの摺動部には、前記シャフトの軸方向に向
かって凸形状又は凹形状に形成されると共に、前記第一係合部と係合可能な第二係合部が
形成され、前記凸形状は、前記シャフトの軸方向に略平行な回転軸についての回転体形状
であり、前記回転軸を含む断面視における前記凸形状の母線は、当該母線と前記回転軸と
の距離が、当該凸形状の頂点から当該凸形状の基端部の外周面上の点までを結ぶ直線と前
記回転軸との距離よりも長い、外側に向かって凸形状の曲線部分を少なくとも１箇所含む
ものである。
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